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基本⽅針２ 循環型社会づくり 

ものを⼤切にして循環型社会を実現する 
 

 

〔将来像〕 

一人ひとりが、ものを大切に長く使い、詰め替え商品を選ぶなど本当に必要なものを必要

な量だけ使う暮らし、資源を大切にする暮らしを実践し、１人１日当たり１００ｇのごみ減

量を達成します。 

さらに、区民、事業者等と一体となって、限りのある資源を有効活用するとともに、廃棄

物の発生を抑制し、快適で誇りのもてる循環型のまちを実現します。 

 

〔取組⽅針〕 

 こうした将来像を目標に、ごみをつくり出さないための工夫や意識を区民や事業者と共有

し、自主的な取組を促していきます。 

 

  

（イラストはイメージです） 
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〔課題と⽅向性〕 

２３区の中でトップ水準を維持しているリサイクル率や、資源回収量、区民１人１日当た

り資源量は、２０１０（平成２２）年度から２０１５（平成２７）年度にかけて、わずかに

減少しています。一方で、区内で排出されるごみ量、区民１人当たりごみ量は、それぞれ減

少しており、ごみの発生抑制が進んでいます。 

２０１４（平成２６）年度に区が実施した家庭ごみ組成分析調査では「燃やすごみ」の中

に生ごみが約４割含まれており、水切り等家庭内での取組により、ごみの減量をさらに進め

ることができます。 

私たちの日々の暮らしから排出されるごみをゼロにすることはできませんが、循環型社会

を実現していくため、すでに広く普及・浸透してきている「リサイクル（再生利用）」に加え、

より優先順位の高い「リデュース（発生抑制）」、「リユース（再使用）」に関する取組を重点

的に行っていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〔「施策の⽬標」設定にあたっての考え⽅〕 

・国の廃棄物政策でも２Ｒ（リデュース・リユース）を強化する方向性が示されているこ

とを踏まえ、ごみをつくり出さないための工夫や啓発を積極的に行う区民や事業者の自

主的な行動を促す施策を設定します。 

・２Ｒの推進によるごみの発生抑制の取組とあわせて、廃棄物の資源化に関する施策を設

定します。 

・環境負荷の低減を図るため、ごみの分別ルールの徹底等、適正処理に関する施策を設定

します。 
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〔指標〕 

◎ 成果指標 
区分 項⽬（例） ⽬標 

基本方針 ものを大切にする行動を行っている人の割合※ 増加 

※：環境に関するアンケート調査で測定する項目 

◎ 関係計画に基づく成果指標※※ 
区分 項⽬ ⽬標 

基本方針 

１人１日当たりごみ量 
４５１ｇ 

（２０２５（平成３７）年度まで） 

リサイクル率 
３１.７％ 

（２０２５（平成３７）年度まで） 

※※：「目黒区一般廃棄物処理基本計画」で定められている指標 

◎ 取組点検項⽬ 
区分 項⽬（例） ⽬標（⽅向） 

施策の目標 

２－１ 
子どもたちへの環境学習*実施回数（☆） 現状維持 

施策の目標 

２－２ 
資源回収量（☆） 増加 

施策の目標 

２－３ 
事業用大規模建築物の排出指導 現状維持 

（☆）：重点的に取り組むテーマに係る取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  環境学習（⼩学校） 
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施策の⽬標 2-1 ごみをつくり出さない意識の醸成 

◇施策の進め⽅ 

 限りある資源を循環させ、廃棄物の発生を抑制する循環型社会を築いていくためには、

環境に配慮したさまざまな取組によって、快適で安全な暮らしや事業活動を支えることが

できるような方策が求められています。 

 区では、区民一人ひとりが取り組みやすい具体的な行動例として、「めぐろ買い物ルール*」

を提唱し、ごみをつくり出さない取組を行ってきました。 

 今後も、ごみそのものの発生を抑えていくために、区民、事業者にごみや環境問題につ

いて関心を持ってもらうと同時に、ごみをつくり出さないための工夫や啓発を積極的に行

います。 

 

◇主な施策 

●ＰＲ施策や環境学習等による普及啓発 
次世代を担う子どもたちに環境学習等を通じて、ごみや環境問題に関心を持ってもら

う機会を創出するとともに、世帯や年齢層に応じた効果的な普及啓発を進めます。 

●「めぐろ買い物ルール」の普及啓発・取組⽀援（新規） 
区民による「めぐろ買い物ルール」の実践、事業者によるばら売りやレジ袋が不要な

場合の特典サービス等の導入等、「めぐろ買い物ルール」普及について、区民、事業者が

一体となった取組の支援を進めます。 

 

   

  

 

 

めぐろ買い物ルール  
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施策の⽬標 2-2 ごみの減量と資源化の推進 

◇施策の進め⽅ 

３Ｒ*（リデュース・リユース・リサイクル）を推進するためには、大きなコストを必要

とする「リサイクル（再生利用）」より前に、まず「リデュース（発生抑制）」と「リユー

ス（再使用）」の２Ｒを徹底し、ごみを出さないことが大切です。 

その上で、再生利用可能な資源（プラスチック製容器包装、ペットボトル、びん、缶等）

の分別、集団回収を進めるとともに、小型家電の回収等による廃棄物の資源化を進めてい

きます。 

 

◇主な施策 

●資源回収の推進 

区民のライフスタイル等を踏まえて、行政回収、集団回収、店頭回収等を適切に組み

合わせ、効率的な資源回収を推進します。 

●３Ｒによるごみ減量の推進 

３Ｒのうち、特に２Ｒ（「リデュース（発生抑制）」「リユース（再使用）」）への重点的

な取組として、より効率的なごみ減量の方策を検討するとともに、ごみ排出時の分別徹

底等を推進していきます。 

●⼩型家電等の拠点回収（新規） 

ごみを減量するとともに、小型家電に含まれる貴重な資源を有効に活用するため、小

型家電等の拠点回収を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
ごみ減量キャラクター 使⽤済⼩型家電回収ボックス 
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施策の⽬標 2-3 ごみの適正処理の推進 

◇施策の進め⽅ 

環境への負荷をできるだけ与えず適正にごみ処理がなされるよう、区民、事業者に分別

ルールの徹底を働きかけることが重要です。 

 このため、大規模建築物所有者に対する継続的な指導や不法投棄防止の取組、さらには、

水銀等の有害物質を含むごみやその資源化に関する情報提供等を行います。 

 

◇主な施策 

●事業⽤⼤規模建築物の排出指導（新規） 
事業用大規模建築物所有者に対する排出指導を継続して行うとともに、小規模な事業

所に対して、減量の取組を推進していきます。 

●ごみの分別ルールの徹底 
区民、事業者にごみの適正な処理方法を徹底します。 

●安全・適正なごみの収集と処理 
環境への負荷を与えないように、安全・適正なごみの収集と処理及び情報提供を行い

ます。 

●⽔銀含有物の資源化（新規） 
水銀を含む製品の分別回収・処理を行い、水銀汚染の防止を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資源とごみの分け⽅・出し⽅分別表 ごみ減量キャラクター 




